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大
阪
市
城
東
区
関せ

き

目め

で
生
ま
れ
育
っ
た
百
々
俊
二

（
1
9
4
7
～
）は
、九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科
卒

業
後
、
東
京
写
真
専
門
学
校
教
員
を
経
て
、大
阪
写
真
専

門
学
校（
現
在
の
大
阪
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）
教
員

と
な
り
、1
9
9
8
年
同
校
学
校
長
に
就
任
。2
0
1
5

年
に
は
入
江
泰
吉
記
念
奈
良
市
写
真
美
術
館
館
長
に
就

い
た
。
写
真
集
『
楽
土 

紀
伊
半
島
』
で
日
本
写
真
協

会
年
度
賞
、
写
真
集
『
千
年
楽
土
』
で
第
24
回
伊
奈
信

男
賞
。
写
真
集
『
大
阪
』
で
は
第
23
回
写
真
の
会
賞
と

第
27
回
東
川
賞
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
を
受
賞
し
た
。

《
美
章
園
》
を
収
め
た
『
大
阪
』
は
2
6
2
×
2
6
2

大
阪
の
近
代
の
痕
跡
が
残
る

下
町
を
写
し
た
作
品

ミ
リ
の
大
判
で
全
1
8
8
頁
。
道
頓
堀
や
鶴
橋
、
西
成

と
い
っ
た
い
か
に
も
大
阪
ら
し
い
場
所
ば
か
り
で
な
く
、

旭
区
の
千せ

ん

林ば
や
し

、
阿
倍
野
区
の
天
王
寺
町
北
・
南
と
い
っ

た
下
町
に
も
、
8
×
10
イ
ン
チ
の
大
型
カ
メ
ラ
の
レ
ン

ズ
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

「
撮
影
の
き
っ
か
け
は
自
分
の
生
い
立
ち
の
記
憶
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
が
、
大
阪
で
は
、
近
代
の
歴
史
の
痕
跡

が
、
案
外
と
消
え
ず
界
隈
ご
と
残
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
大
阪
の
半
世
紀
を
資
料
と
し
て
い
ま
見
届

け
る
、
そ
ん
な
写
真
作
業
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。」（『
大
阪
』「
あ
と
が
き
」）

大
正
時
代
に
開
発
さ
れ
た

住
宅
地
「
美
章
園
」

写
真
に
写
る
「
美び

章し
よ
う

園え
ん

」
は
、
大
阪
市
阿
倍
野
区

北
東
部
の
名
。
大
阪
商
工
会
議
所
第
8
代
会
頭
で
、

「
関
西
大
学
中
興
の
祖
」
と
呼
ば
れ
る
山
岡
順
太
郎
が
、

1
9
2
1
年
に
父
・
山
岡
美
章
の
名
に
あ
や
か
っ
た

「
美
章
土
地
株
式
会
社
」
を
設
立
、
住
宅
地
「
美
章
園
」

を
建
設
し
て
、
美
章
園
駅
の
建
設
費
を
寄
付
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。

美
章
園
駅
は
、
J
R
西
日
本
（
西
日
本
旅
客
鉄
道
）
阪

和
線
の
起
・
終
点
で
あ
る
天
王
寺
駅
の
次
駅
に
あ
た
る
。

写
真
左
側
は
、
か
つ
て
、
自
動
車
専
用
道
「
大
阪
泉
北

線
」
が
計
画
さ
れ
、
現
在
は
都
市
計
画
道
路
「
天
王
寺

大
和
川
線
」
の
予
定
地
で
、
長
ら
く
更
地
の
ま
ま
だ
が
、

美
章
園
駅
の
南
隣
の
南
田
辺
駅
近
く
に
住
ん
で
い
た
筆

者
に
と
っ
て
は
思
い
出
深
い
風
景
だ
。

百ど

々ど

俊し

ゅ

ん

二じ

日
本
の
写
真
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
大
阪
の
偉
大

な
写
真
家
た
ち
。
そ
の
写
真
家
が
写
し
出
し
た
作

品
か
ら
、
大
阪
の
都
市
の
様
相
を
振
り
返
る
。
第

4
回
は
百
々
俊
二
の
《
阿
倍
野
区
美
章
園
》
。

写

真

家
と
大
阪

畑

中

章

宏

第

4
回

は
た
な
か
・
あ
き
ひ
ろ
　
1
9
6
2
年
大
阪

生
ま
れ
。
民
俗
学
者
。
編
集
者
と
し
て
『
月

刊
太
陽
』
の
ほ
か
、
荒
木
経
惟
、
佐
内
正
史
、

石
川
直
樹
ら
の
写
真
集
を
手
が
け
る
。
著
書

に
『
天
災
と
日
本
人
』『
21
世
紀
の
民
俗
学
』

『
死
者
の
民
主
主
義
』『
廃
仏
毀
釈
』『
宮
本

常
一
』『
関
東
大
震
災
』『
新
・
大
阪
学
』
ほ

か
、
共
著
に
『
宮
本
常
一
と
写
真
』
が
あ
る
。
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